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要旨 

本研究では，在日留学生を対象に「目上の人との接し方」および「外国人に不慣れ

な日本人との接し方」に焦点を当てたソーシャルスキル学習を試み，その効果を検証

した。その結果，ロールプレイを用いた練習により，行動レパートリーの拡充と日本

人との交流意欲の高まりがみられた。スキル学習から 1 ヶ月後のフォローアップ調査で

は，学習したスキルの現実場面での実践や文化学習への動機づけの向上が確認できた。

異文化適応支援としてのソーシャルスキル学習の効果が示唆された。 
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1 はじめに 

1.1 異文化間ソーシャルスキル学習 

異文化間ソーシャルスキル学習は，ロール

プレイを用いた認知行動的な文化学習である

（白土・田中，2016）。具体的には，異文化

滞在者が自身の興味・関心に基づいて，ホス

ト社会の社会文化的文脈における行動のパタ

ーンと文化的背景を知り，模擬的な場面で練

習を行って，異文化圏における行動レパート

リーの拡充を目指すという，心理教育の形を

とった異文化間教育である。例えば，日本人

の間接的なコミュニケーションの在り方に焦

点を当て，在日留学生を対象に，間接表現を

用いながら意見を述べる練習をしてみたトレ

ーニングなどがある（ Nakano, Tanaka & 

Mikushi, 2023 ）。異文化間ソーシャルスキ

ル学習は，文化圏ごとに異なる対人行動の要

領や流儀を会得することで，対人関係形成を

促進する意図から開発されてきた。文化的に

望ましい行動の正解を押しつけるのではなく，

社会的場面で機能する行動を知って意図する

ことを的確に伝え，誤解を避ける方法を学ん

でもらうことに重点を置いている。現実場面

においては，獲得した社会的行動をいつ，ど

のように適用するかは主体的な判断に基づく

が，行動の選択肢が増えることから，異文化

圏における行動の自由を増すものといえる。

加えて，実施された文化行動の解釈や文化文

法の理解，遭遇した場面の社会文化的文脈の

読み取り，異文化葛藤の解消，社会的有能性

の場面選択的な発揮などが付随することで，

社会文化的適応に資することが期待される。 

学習の適用対象は次第に広がり，ゲストと

なる在日外国人留学生の文化学習や，在外日

本人の異文化適応支援として用いられるほか，

ホスト向けの異文化間教育への適用例もある

（中野・田中 ,2018 ）。在日留学生が日本人

との対人関係において感じる困難は，実際の
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ところ多岐にわたっている（田中，1991）。

田中・藤原（1992）は，在日留学生の対人行

動上の困難は，1)感情や機嫌を損ねずに調和

を保つ工夫としての表現の間接性，2)礼儀や

社会の通念としての行動，3)抑制のきいた自

己表現，4)異性との関わり，5)日本人による

外国人の特別扱い， 6 ）集団主義的な行動と

同一性の尊重，の６領域に渡ることを報告し

ている。しかしこれまでの異文間ソーシャル

スキル学習の題材のレパートリーは，まだこ

れらの領域を網羅しているとは言えず，多様

な場面を想定したスキル学習の教材作成と実

践が望まれる。 

1.2 本研究の目的 

本稿では，在日留学生を対象にした異文化

間ソーシャルスキル学習セッションを試み，

その効果を検討する。ソ―シャルスキル学習

の内容は，在日外国人留学生の対人行動上の

困難として抽出された 6分野（田中・藤原 , 

1992; 田中・中島，2006）のうち，研究上未

着手の 3分野（社会通念，外国人への対応，

集団主義）に焦点を当てて構成する。 

本研究は，研究１（予備調査），研究２

（学習セッション），研究３（フォローアッ

プ調査）の 3段階で構成される。研究１（予

備調査）では，ソーシャルスキル学習として

扱う困難場面の選定を行う。研究２（学習セ

ッション）では，研究１で選定した困難場面

を用いたソーシャルスキル学習セッションを

実施し，その効果を検討する。研究３（フォ

ローアップ調査）では，ソーシャルスキル学

習セッションの現実場面における効果を把握

するため，一ヶ月後に追跡調査を行い，学習

したソーシャルスキルの実際の使用や日本文

化への見方，異文化交流に関する認識につい

て尋ね，その変化をみた。 

2 研究１：予備調査 

2.1 調査対象者 

地方国立 A 大学の在日留学生19名を対象とし

た。調査対象者の性別は，男性 7 名，女性12

名，年齢はM = 23.4歳（SD = 2.3），出身地

域は，東アジア17名，東南アジア 1名，西ア

ジア 1名である。滞日期間は  M = 31.6 ヵ月

（ SD = 23.5 ）で，日本語力は初級 1名，中

級 3名，上級15名であった。 

2. 2  手続き

留め置き法による自由記述式の質問紙調査

を行った。田中・藤原（1992）および田中・

中島（2006）をもとに，在日留学生が日本で

生活する上で困難を感じやすい主題３つ（社

会通念，外国人への対応，集団主義）を表す

例を 3 つずつ挙げた。それらの事例について

自らの困難体験があればその具体例と，その

ときどう感じたかを記述してもらった。 

2. 3  分析

記述された内容について，質的内容分析を

用いて，内容のまとまりごとに何をどう感じ

ているかを分類していった。この後に続くソ

ーシャルスキル学習の題材選定のため，文化

的差異を感じた出来事についてどう捉えてい

るか（肯定的か，否定的か），対応や振る舞

いを難しいと感じているかどうかに留意しな

がら整理した。 

2.4  結果と考察 

１つ目の主題「社会通念」に関する困難体

験は，1)初対面の人への挨拶，2)割り勘，3)

目上の人への敬意表現，について記述されて

いた。初対面の人への挨拶では，丁寧すぎる

挨拶に戸惑いを感じた経験が記される一方で，

日本特有の文化的行動として肯定的に捉えら

れている例もあった。目上の方への振る舞い

に関して，東アジアの学生は，頭で理解でき

るとしつつも，日本語の敬語や日本式の振る

舞いを実践するのは難しいと捉えていた。割

り勘に関しては，不公平さや冷たさを感じる
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こと，抵抗感を覚えること，理解しづらいこ

とが記されていた。 

２つ目の主題「外国人に対する日本人の行

動」に関しては，1)外国人回避 ,2)プライベ

ートな質問, 3)国や民族への先入観，に関す

る記述が見られた。日本人は，こちらが外国

人だとわかると近づいてこない，という体験

談が主に記されていた。英語を学びたい日本

人は英語圏の留学生には興味を持つものの，

本研究の対象者であるアジア出身の学生には

興味を持っていないとの見解が述べられてい

た。日本人の消極性には，冷たさを感じてい

た。西村（ 2000) によると，日本人の外国人

に対する距離を置いた付き合いに関しては，

多くの留学生が戸惑いや困難を感じていると

いう。今回も半数以上の調査対象者が，日本

人から国や民族に対する先入観に基づいた質

問をされることに不快感を覚えており，また

その返答に困ったという体験を記していた。

一方で，先入観に基づいた話をするのは日本

人に限ったことではない，と理解を示す記述

もあった。 

３つ目の主題「集団主義に基づく日本人の

行動」については，日本人による，1)同調行

動， 2 ）周囲への確認，3)逸脱行動の回避，

に関する記述がみられた。本研究の在日留学

生は，日本人が皆で同じ行動をすることや，

何かをするときに先生や周囲に確認をとって

から行動をすること，他人と異なる行動を極

力控えることを日本の文化的特徴と捉えてい

た。こういった出来事を自らの経験談，観察

結果として記述するものの，それに対する否

定的感情や困難感，対応の難しさについては

ほとんど言及されていなかった。これは今回

の調査対象者がアジア出身の学生であるため，

集団主義に対する文化間距離が比較的近く，

違和感が少ないためかもしれない。 

以上の結果から，３つ目の主題「集団主義

に基づく日本人の行動」は，困難感が目立た

ないため，今回のソーシャルスキル学習の課

題場面から外した。続く学習セッションでは，

不快感や戸惑い，対処行動の難しさがより感

じられていた２つの主題から，「目上の人と

の接し方（社会通念）」および「外国人に不

慣れな日本人との接し方（外国人への対応）」

を課題場面に取り上げることとした。 

3 研究２：学習セッション 

3.1 調査対象者 

ソーシャルスキル学習セッションへの参加

を希望し，研究協力に承諾した ,地方国立 A

大学の在日留学生15名である（表１）。男性

31名，女性12名で，年齢は，M = 23.2歳

（ SD = 2.17 ）である。出身地域は，東アジ

ア17名，東南アジア 1名，西アジア 1名，滞

日期間はM = 25.4ヵ月（ SD = 28.8 ） , 日本

語力は中級 2名，上級17名である。 

表1 調査対象者の概要 

3. 2  手続き

在日留学生が戸惑いを感じやすい日本の文

化的行動を題材にしたソーシャルスキル学習

セッションを行った。セッションは，一人約

50分間とし，個別に実施した。ソーシャルス

キル学習の実施方法は小集団方式など様々で

あるが，今回は個人の日本語力やニーズに対

応しやすい個人単位の学習を採用した。セッ
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ションは基本的には日本語で行い，適宜対象

者に合わせて英語を用いた。課題場面は，予

備調査とした研究１の結果をもとに選定した

２題，1)目上の人との接し方（社会通念），

2)外国人に不慣れな日本人との接し方（外国

人への対応） , について設定した。 

学習の流れは以下の通りである ;1) セッシ

ョンの説明，2)課題場面の説明と学習方法の

教示，3)ロールプレイ１回目，4)フィードバ

ック 1回目，5)日本の文化的行動に関する解

説，6)ロールプレイ２回目，7)フィードバッ

ク２回目，8)自己評定（パフォーマンスおよ

び学習による意識の変化を５件法で評定）。

ロールプレイはビデオで撮影し，ビデオ記録

を再生しながらフィードバックを行った。 

セッションの前後に日本における対人行動に

関する自己評定をしてもらった。さらに，セ

ッション後には感想などを尋ねる 5 分程度の

インタビューを行った。パフォーマンスにつ

いては，ロールプレイを録画し，日本人大学

生に評価してもらった。 

3. 3  測定と分析

3.3.1 日本における対人行動に関する前後評

定 

学習セッション前後に，日本の対人行動に

関する意識や理解，自らの振る舞いに対する

自信等を問う 9つの質問項目（表 2 ）に対し

て「1.全くそう思わない」から「5.非常にそ

う思う」の 5件法で回答してもらった。 

3.3.2  セッション後の自己評定 

課題１，課題２の各セッション後に自らの

ロールプレイにおける振る舞い（以下，パフ

ォーマンス）に対する自己評定と，スキル学

習後の意識の変化についての質問（16項目）

に「1.全くそう思わない」から「5.非常にそ

う思う」の 5件法で回答してもらった。 

3.3.3  インタビュー 

ソーシャルスキル学習を終えた後， 5 分程

度のインタビューを行い，以下の 6 点につい

て尋ねた。1)セッション前に初対面の目上の

人と接した経験があるか。あった場合はどの

ような印象を受けたか。2)セッションを受け

てみて，初対面の目上の人と接することへの

気持ちに変化はあったか。3)セッション前に，

外国人に不慣れな日本人と接した経験があっ

たか。あった場合はどのような印象を受けた

か。4)セッションを受けてみて外国人に不慣

れな日本人と接することへの気持ちに変化が

あったか。5)セッションを受けた感想。 

3.3.4  他者評定 

各セッションの 1回目と 2回目のロールプ

レイにおける参加者のパフォーマンスのビデ

オ記録を日本人大学生 8 名 (女性 8 名，平均

年齢 21.75 歳，SD = 0.43)に見せ，評定して

もらった。パフォーマンスの細部について問

うミクロ項目の 5項目と，パフォーマンス全

体の印象を問うマクロ項目の 5項目に対して，

「1.全くあてはまらない」から「5.非常にあ

てはまる」の 5件法で評定してもらった。 

3.3 結果と考察 

3.3.1 日本における対人行動に関する前後評

定 

セッション前後における，日本の対人行動

に関する意識や理解の変化を表２に示す。矢

印は前後の増減を示している。セッション後

に最も評定が高まったのは，「 (7)日本人と

うまく交流できる自信がある」という項目で，

15名中10名（66.7％）が自信の向上を感じて

いた。次は「 (3)日本文化の文化的特徴に関

わる対応の仕方が習得できている」という項

目で， 9 名（60.0％）がスキル習得の実感を

高めていた。具体的な対応のスキルを習得し

たことで，日本人との交流の自信が高まった

と考えられる。反対に，セッション前後であ

まり変化がなかった項目は，「 (5) 大学内に
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限らず，たくさんの日本人と交流したい」と

「 (9)日本人と深い付き合いをしたい」で，

2名（13.3％）は向上したと評価したものの，

残りの13名（86.7％）に変化はなかった。な

お，交流の広がりや交流の深まりへの期待に

変化はみられなかった。 

3.3.2  パフォーマンスの自己評価 

課題場面 1 「目上の人との接し方」につい

て，比較的高い評定がみられたのは，「声の

調子や表情は適切だった」，「仕草は適切だ

った」，「目上の人と接することへの不安が

軽減された」，「日本人の目上の人との接し

方を奇妙だと思わなくなった」，である（表

3 ）。 

課題場面２「外国人に不慣れな日本人との

接し方」について，比較的高い評定が得られ

たのは，「声の調子や表情は適切だった」，

「初対面の相手への距離感は適切だった」，

「日本人に話しかけることへの自信が高まっ

た」，「日本人との会話の始め方に関心が高

まった」，などである（表 4）。 

3.3.3  セッション後のインタビュー 

課題場面１の初対面の目上の人との接し方

については，「共通点を見つけたり，互いの

出身について話すといいことがわかった」，

「礼儀正しい動作の基本がわかった」など具

体的なスキルの習得について語られた。課題

場面２の外国人に不慣れな日本人への対応に

ついては，「外国人と話したくないのではな

く，話せないだけなんだと知って日本人が怖

くなくなった」，「日本人は冷たいわけでは

ないことがわかって安心した」など，日本人

への見方の変化が語られた。 

セッション全体への感想として，「セッシ

ョンは役に立った」，「新たな気付きがあっ

た」，「楽しかった。面白かった」，「注意

すべきことがわかった」，「日本語のテキス

トの通りにやってみたが，見るのと実際やる

のでは違った」，「今後に使えそう」，「日

本人と仲良くなりたいと思った」，「自信が

ついた」など，セッションで扱ったスキルの

有用さや楽しさ，日本人との交流意欲の高ま

りが語られた。 

3.3.4  日本人による他者評定 

日本人によるパフォーマンスに対する評価

で 1回目より 2回目のロールプレイの評価の

合計スコアが高かった項目は，以下の通り。

場面 1 （初対面の目上の人との接し方）では，

「確信・自信を持って受け答えしていた」，

「受け答えが自然であった」，「態度に好感

が持てた」であった。場面 2 （外国人に不慣

れな日本人への対応）では，「確信・自信を

持って受け答えしていた」，「会話の始め方

が自然だった」，「話題が適切だった」であ

った。ロールプレイでの練習とファシリテー

ターによる解説を通じて，振る舞いの自然さ，

適切な行動が身についたと受け止められてい

たことがわかる。これは，参加者によるイン

タビューにおける「初対面での適切な話題の

選び方がわかった」，「自信がついた」，

「緊張がなくなった」というコメントにも反

映されており，この点で本人の自覚とも重な

る。  
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表２ 日本における対人行動に関する前後評定 

表3 「目上の人への接し方」場面に関する自己評定 

! " # $ % & ' ( ) * + , - . / 0 1 2

(1)日本文化の特徴にうまく対応する方法
が具体的に分かっている

1 2 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 3 3 4

(2)日本文化独特のやり方を、自分でも一
部使いこなせる

1 2 0 1 0 1 0 1 0 0 2 1 1 1 1 5 6 7

(3)日本文化の文化的特徴にかかわる対応
の仕方が習得できている

0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0 8 9 :

(4)日本文化の考え方を的確に理解し、戸
惑わずに適切な対応ができる

1 0 1 0 1 1 1 0 2 0 2 0 1 0 1 9 3 7

(5)大学内に限らず、たくさんの日本人と
交流したい

1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 7 4; :

(6)会話ができる日本人がたくさんいる 1 0 1 2 1 0 1 1 1 0 2 1 2 1 1 ; 8 ;

(7)日本人とうまく交流できる自信がある 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 4: 5 :

(8)私にとって、日本人との交流は難しい 2 0 2 1 1 0 2 1 1 0 1 2 0 0 0 9 5 <

(9)日本人と深い付き合いをしたい 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 7 4; :

0 7 9 < 7 ; ; ; 4 ; 9 4 ; ; 5 5

1 3 4 < 9 9 9 5 6 5 ; 5 5 5 < <

2 : 7 4 4 : : 4 : 4 : ; 4 4 : :

実験協力者

! " # $ % & ' ( ) * + , - . / 012 34

(1)初対面のあいさつができた 5 5 6 5 6 5 5 5 6 5 5 5 5 6 5 678 97:

(2)言葉づかいは適切だった 5 5 6 5 5 5 5 5 5 5 5 5 ; 5 ; 576 97:

(3)相手を不快にさせないよう配
慮をした

5 5 5 5 6 6 5 5 5 ; 5 5 5 6 5 67< 97=

(4)自分の印象が悪くならないよ
う配慮をした

5 5 5 ; 6 5 5 5 5 ; 5 6 5 6 5 67< 97>

(5)声の調子や表情は適切だった ; 5 5 5 6 ; 5 5 5 ; ; 5 5 ; ; 57; 97>

(6)うなずいたり、「はい」とあ
いづちを打った

6 5 6 ; 5 5 5 5 5 : 6 6 5 6 5 67< 97?

(7)仕草は適切だった ; 5 5 5 6 ; 5 5 5 : 5 6 6 5 5 576 97?

(8)目上の人と接することへの不
安が軽減された

: 5 5 : 6 ; ; ; ; ; 5 5 5 5 5 57= 97?

(9)目上の人と接することへの自
信が高まった

: 5 5 5 6 6 ; ; ; ; 5 ; 6 5 5 57; 97<

(10)目上の人との接し方を知る
ことができて面白かった

; 5 5 5 6 5 5 5 5 6 ; 5 6 6 6 67? 978

(11)日本人の、目上の人に敬意
を払う理由がわかった

; 5 5 5 6 ; 5 5 ; 5 5 : 6 6 5 576 97?

(12)目上の人への接し方を実感
できた

5 5 6 5 6 6 ; 5 5 5 5 5 5 5 5 67< 97=

(13)日本人の、目上の人との接
し方を奇妙だと思わなくなった

= 5 5 ; 5 ; ; ; ; ; 5 6 6 6 ; 57= 679

(14)日本人の、目上の人との接
し方に関心が高まった

: 5 ; 5 6 6 5 5 ; 5 5 5 6 5 5 576 97?

(15)日本人の、目上の人との接
し方を他にも知ってみたい

5 5 5 5 6 6 5 5 ; 6 : 5 6 6 6 67? 97?

(16)日本人の、目上の人との独
特な接し方を使ってみたい

5 5 5 5 6 ; 5 5 5 5 : ; 6 6 6 579 97?

012 57? 579 67? 57; 675 576 57; 575 57; 57= 57; 579 67> 67= 579

34 679 979 97= 97> 97: 97? 97: 97: 97> 97< 97? 97? 97> 97> 97>

実A験A協A力A者

25



表 4  「外国人不慣れ」場面に関する自己評定 

!
" # $ % & ' ( ) * + , - . / 0 123 45

(1)自然に会話をはじめることが
できた

6 6 6 6 7 7 8 6 7 6 6 7 7 7 8 79: ;9:

(2)話題選びは適切だった 6 6 6 8 7 6 6 6 7 6 < 6 7 7 6 79= ;9>

(3)相手を不快にさせないよう配
慮をした

6 6 6 8 7 7 6 6 6 8 6 7 7 7 6 79> ;9:

(4)自分の印象が悪くならないよ
う配慮をした

6 6 6 6 7 6 6 6 6 8 < 6 7 7 6 69; ;9:

(5)声の調子や表情は適切だった 6 6 8 6 7 8 6 6 6 < < 6 6 6 8 69< ;9>

(6)相手の話にうなずいたり、あ
いづちを打った

6 6 7 6 8 7 6 6 6 < 6 6 6 7 6 69; ;9:

(7)初対面の相手に対する距離感
が適切だった

8 6 6 6 6 6 8 6 6 < 6 8 6 6 6 698 ;9?

(8)日本人に話しかけることへの
不安が軽減された

8 6 6 8 7 7 6 6 6 6 6 6 7 7 6 79= ;9?

(9)日本人に話しかけることへの
自信が高まった

8 8 6 8 7 7 6 6 8 8 < 6 7 7 6 696 ;9=

(10)日本人との会話のはじめ方
を知ることができて面白かった

8 6 7 6 7 7 6 6 7 6 6 7 7 7 6 79? ;9?

(11)日本人がなかなか外国人に
近づいてこない理由がわかった

8 6 7 6 7 6 6 6 6 7 < 7 7 7 6 79> ;9>

(12)日本人との会話のはじめ方
を実感できた

6 6 6 6 7 7 6 6 6 6 8 7 7 7 8 79> ;9:

(13)日本人との会話のはじめ方
に戸惑いがなくなった

6 8 6 6 7 6 6 6 6 8 6 6 7 7 8 69; ;9?

(14)日本人との会話のはじめ方
に関心が高まった

8 6 8 6 6 7 6 6 6 6 < 6 7 7 7 69; ;9>

(15)日本人の、会話のはじめ方
を他にも知ってみたい

6 7 8 7 7 7 6 6 6 7 < 6 7 7 7 79: ;9=

(16)日本人との、会話の独特な
はじめ方を使ってみたい

6 7 8 7 7 7 8 6 6 7 < 6 7 7 7 79: ;9=

AVE 69< 69; 697 697 798 79< 696 69; 79= 69< 897 79> 796 797 697

SD ;9@ ;9@ ;9: ;9? ;9? ;9? ;9< ;9; ;9@ 79; 79; ;9? ;9< ;98 ;9:

実!験!協!力!者
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4 研究３：フォローアップ調査 

4.1 調査対象者 

研究２（学習セッション）に参加した者の

うち，協力の得られた 9 名が追跡調査に参加

した。彼らの出身地域は，東アジア 7 名，東

南アジア 1名，南アジア 1名で，日本語力は

上級 7 名，中級 2名である。この 9 名は表 1

のインフォーマント記号 d， e， f， i ， k ，

l， m， n ， o と対応している。

4. 2  手続き

ソーシャルスキル学習セッションの１ヶ月

後に，フォローアップのための質問紙調査お

よび面接調査を行った。質問紙調査では，日

本文化に対する態度の変化を知るため，セッ

ション後の 1 ヶ月で日本人と交流する際に気

をつけるようになったことや，日本人と交流

することに対する気持ちや態度の変化を問う

質問（10項目）を示して回答を求めた。「1.

全くあてはまらない」から「5.非常にあては

まる」の 5件法で回答してもらった。 

面接調査では，セッションで学習した課題

場面と類似した場面に実際に遭遇したかどう

か，および異文化に対して気持ちの変化があ

ったどうかなどを尋ねた。インタビューは30

分程度行った。 

4.3 結果と考察 

質問紙への回答をみると，評定が比較的高

かった項目は，「日本人の行動をよく観察し

て日本人的な行動を知ろうとするようになっ

た」(M = 3.4,SD = 0.5)，「日本人の行動の

仕方について興味が増した」 (M = 3.2, SD 

= 0.4)などであった。総じて日本人と交流す

ることに前向きな回答が得られた。反対に評

定の低かった項目は，「日本での行動を難し

く感じ，日本人との交流を避けがちになった」

（ M = 0.7, SD = 0.7 ）であった。 

面接調査では，セッションで学習した要領

を使ったとか，以前より日本人に積極的に話

しかけるようになった，日本人の行動に興味

がわくようになった，疑問があったら自分で

日本人に聞いて説明をしてもらうようになっ

たなどと語られ，総じて能動的に日本人と関

わるようになった様子がうかがえた。以下の

文章の下線部は筆者が注目した箇所であるが，

例えば，日本人に自ら話しかけた経験につい

て， dさんは「日本人も外国人と話したいと

いう気持ちがあるけど自信がないのだという

理由がわかったから，それを思い出して，自

分から話しかけるようになった。自己紹介も

少し話をしてから自然なタイミングででき

た。」と語った。セッションでの学びを現実

の交流に活かしていたことがわかる。セッシ

ョン後，異文化に対する気持ちに変化があっ

たかという問いに対しては，「自分が異文化

に溶け込むのが楽しいと思うようになった。

周りの人を観察するようになった。（ fさ

ん）」や「異文化に興味が沸くようになり，

疑問があったら自分で日本人に聞き，説明を

してもらうようになったので，もっと理解で

きるようになった。（ k さん）」などの語り

があった。異文化間の視座の獲得や積極性の

向上が見られたといえる。   

5 総合考察 

本研究のソーシャルスキル学習セッション

では，認知面と行動面にわたる効果が見られ

た。認知面では，日本人や日本文化的行動へ

の理解が進み，興味を持つことで交流意欲が

高まっていた。行動面では，ロールプレイを

通じた成功体験により，対人交流に対する不

安が減り，スキルの実践が促されていた。セ

ッションでのフィードバックを通じて，母文

化の行動が意図とは異なる解釈をされる可能

性や，望まない反応をされるパターンを知り，

異文化圏における行動選択の判断に役立つ学

習ができていたと考えられる。 

セッション１ヶ月後のフォローアップ調査

では，認知面において，日本文化への態度が
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より肯定的になり，文化学習の動機付けが増

していたことが示された。行動面では，学習

した異文化間ソーシャルスキルが日本人との

実際の交流場面で使われていた。セッション

前には持ち合わせていなかった，新たな振る

舞いについて学ぶことで，行動レパートリー

の拡充と異文化環境における行動選択の自由

が増したものと考えられる。異文化間ソーシ

ャルスキル学習は一律の行動を推奨するもの

ではなく，最終判断は本人に委ねられるが，

フォローアップインタビューの結果から，学

習者が新しく習得したスキルや知識を，意欲

的に実践の場で使用してみたことがわかる。

さらに，現実場面においても，文化的に気に

なる行動について日本人に自ら尋ねてみる姿

勢がみられた。ほかにも，自文化に影響を受

けた自らの振る舞いを振り返ったり，文化的

に未知の考え方や行動様式について知りたい

という意欲が増していた。以上のことから，

認知面・行動面の両面において，異文化適応

支援のための異文化間教育としてのソーシャ

ルスキル学習の効果が示唆された。

6 研究の限界と今後の課題 

 本研究のソーシャルスキル学習には，日本

人との対人交流に関する不安を低減させ，日

本文化に対する前向きな態度と自然な文化行

動の習得を促す効果がみられた。ただし今回

は少数の事例研究で端緒を開いたに過ぎない。

今後は協力者の数を増やすことで，量的検討

によってセッション効果の安定性を確かめて

いくことができよう。 

なお今回の研究協力者は，比較的日本語学

習歴が長く，日本語力が上級レベルの者が大

半で，日本滞在期間も比較的長かった（M = 

25.4ヶ月,SD = 28.8）。そのため，例えば，

課題場面 1 「初対面の目上の人と接する」で

は，既にスキルを備えていた者もいたと思わ

れる。日本滞在初期でまだ日本文化に十分馴

染んでいない者を対象とした，セッションの

実施と検討は課題である。さらに，日常生活

における日本人との会話の割合や，日本滞在

期間，日本でのアルバイトやサークルの経験

の有無といった，個人の属性や特徴による学

習効果の違いについても検討する必要がある。

それがわかれば，適切な時期に適切な課題場

面を用いた学習セッションを設定することに

繋がり，多様な教育方法の発展と，個人のニ

ーズに応じたプログラムの提供に役立つだろ

う。最後に，スキル学習で取り扱う題材のレ

パートリーの拡充も今後の課題である。対象

とする者が広がれば，今回取り上げなかった

領域の課題場面を練習することにもニーズが

あるかもしれない。多様な場面を扱う題材を

用意することで，学習参加者の選択の幅が広

がり，より豊かな教育が提供できるだろう。 

（教育・学生支援機構留学生センター 講師）

（岡山大学大学院社会文化科学学域 教授） 
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